
日本の二酸化炭素排出量の推移

1出典)温室効果ガスインベントリオフィス

「日本の1990-2015年度の温室効果ガス排出量データ」 (2017.4.14発表)
百万トン-CO２換算 トン/人
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二酸化炭素(CO2)総排出量* 一人あたり排出量*

2015年度 約12億2700万トン
2013年度比 6.7％減
1990年度比 6.1%増



電源別発電電力量構成比

電気事業連合会2016年5月20日発表



削減目標の達成に向けて（部門別内訳）

2013年比2030年まで26％ 2050年まで80％削減

項目
2030年度CO2排出量の目安 2013年度CO2排出量

（百万ｔ-CO2） （百万ｔ-CO2）・シェア

エネルギー起源CO2 927
2013年度比 1,235

2005年度比約 25 % 削減

産業部門 401
2013年度比 429

〔34.8 % 〕 -6.0％約 7 % 削減

業務その他部門 168
2013年度比 279

〔22.8% 〕 +16.7％約 40 % 削減

家庭部門 122
2013年度比 201

〔16.3 % 〕 +11.9％約 40 % 削減

運輸部門 163
2013年度比 225

〔18.2 % 〕 -6.3％約 28 % 削減

エネルギー転換部門 73
2013年度比 101

〔8.2 % 〕 -2.9％約28 % 削減

環境省温暖化対策推進本部決定【日本の約束草案】より作図
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出典：EDMCエネルギー・経済統計要覧2017年版

9,347百万トン

5,221百万トン

9,315百万トン

2014年

13億7900万人
(2016年)

13億2400万人
(2016年)

3億2310万人
(2016年)

P.10

1億2675万人
(2017年)
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カタール、クウェート、バーレーン、ア
ラブ首長国連邦、サウジアラビア等、
産油国は排出量が高い。
それに続き、エネルギー輸出国のアメリ
カ、オーストラリア、カナダも大きい。
一方、中国は世界平均の4.5トンを少し
上回る程度、インドは世界平均よりかな
り下回る。
日本は世界平均の約2倍。アフリカ諸国
の約９倍超になる。

トン/人


